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遊海

学 育



海洋環境教育
三宅島で

ジャックモイヤー博士が
開始

海辺の自然体験学習のうち最も
環境学習効果の高い、スノーケリ
ングでの海中生物観察を主体に
活動。



自然体験学習
スノーケリング

[港湾に期待]

・安全に、集中して練習するための、
静かで、足元が平坦な海が必要。

・港湾内に練習区域が必要。
外洋が荒れていても港湾には静か。

・荒天時や小さい子の練習にはプー
ルがあると効果的。

プールで練習

平坦で浅い海で練習



生物多様性

魚を観察し、調べる学習は
面白く、興味や学習意欲が増進。

魚をはじめ生き物が観察できる
豊かな生物相が必要。

[港湾に期待]

・自然を残す
・環境保全
・自然度が低ければ自然再生



室内プログラム
・海辺で、船を作ったり、工作、実験が

できる、実習室があると良い。

・魚を観察し、調べる学習室があると
良い。

・海藻おしばづくりやマリンクラフトなど
雨天プログラムが室内でできると良
い。

・集合したり、講義をしたり、暑い日ざし
を防ぐ施設があると良い。

[港湾に期待] 

実験実習講義室を有する、施設が

あると良い。



港湾内プログラム

ヨット、セイリングボード、シーカ
ヤック、カヌー、ローボート、カッ
ター、和船櫓漕ぎ体験等

[港湾に期待]

・マリーナ施設だけでなく練習海域が
必要。

・外洋が荒れたとき、初心者が練習を
するとき、平穏な海水面ああると良
い。

・艇庫が必要。



①港湾を利用した自然体験活動や環境
教育を導入する。

②施設の質を向上させ、ニーズへの対応
を図る。

③施設の有効活用のためのソフトを充実
させる。

④地域の主体との連携体制をとる。

⑤地域社会発展のために港湾の機能や
資源、人材を活用する。

港湾において
海辺の自然体験活動・

環境教育に取り組む意義



楽しく安全 指導者



海辺の自然体験活動活動・
環境教育を推進するための
取り組み

□「海辺の自然学校」の展開
（館山市、下田市、筑前大島等）

□「海辺の達人要請講座」の開催
（三浦半島、知多半島、大隈半島、
下北半島、東京湾、沖縄）



海辺の自然体験活動・環境教育

ＷＡＶＥ港・海辺活動振興助成

□海は安全管理のために、参加者の
人数に対し指導者の数が多く必要。例
えばスノーケリングでは子ども２から4
人当たりに指導者が2名以上必要。

□指導者の熟練に時間がかかる。

□海の活動団体は小さい規模が多く、
資金不足。

□このため、助成、寄付は必須。

☆助成金制度：例

親子海辺の自然体験教育

干潟観察会



「海で遊び学び育てる
連絡会議」

「環境保全・環境教育推進法」
（人材認定登録制度）
重要：安全管理

仮称

海に学ぶ
自然体験活動
協議会
Marine Activities Council
（ＭＡＣ）

指導者育成・認定、海辺の安全管理
普及啓発活動、保険制度
ネットワークの確立、会員団体への支援
研究調査、ニュースレター・メールマガジン



海の浄化

ゴミ問題

環境保全

自然再生



港湾の利活用

港湾及び行政へのお願い □港湾の印象
無機質的・危険・立ち入り禁止・経済

活動の場で遊ぶところではない
□港湾の利点
平穏な海面・航海の基点

□港湾に期待したい施設整備
講義室、実験実習室、更衣室、休憩室、

トイレ・シャワー、駐車場、スロープ、ラ
ダー、スノーケリング練習区画、シーカ
ヤック練習区画、ディンギ練習区画、
マリンレジャー・スポーツ安全実技講
習施設等

□港湾に配置したい港と海のｲﾝﾀｰﾌﾟﾘ
ﾀｰ、自然体験指導者指導者

海への扉

ソフトとハード



人⇔海
環境教育
海辺の環境
形成

価値⇔利活用
海辺のワイズユース


